
８
月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
へ
、
新
し
い
紫
色
の
被
保
険
者
証

が
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
７
月
下
旬
に
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
大
竹
市
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
る
方
へ
、
新
し
い
紫
色
の
被

保
険
者
証
（
保
険
証
）
を
市
か
ら
郵
送

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
70
歳
以
上
の
方

の
保
険
証
に
は
保
険
証
兼
高
齢
受
給
者

証
と
表
示
し
て
い
ま
す
。（
１
枚
に
な
り

ま
し
た
）

　
　
７
月
下
旬
に
は
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
届
い
て
い
な
い
方

　
あ
て
先
不
明
で
届
か
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
保
険
介
護
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
紛
失
な
ど
に
よ
り
保
険
証
を
な
く

し
た
場
合
は
、
再
交
付
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
印
鑑
と
免
許
証
な
ど
顔
写
真
つ
き

の
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
を
お

持
ち
の
上
、
保
険
介
護
課
ま
た
は
お
近
く

の
支
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

  

国
保
ミ
ニ
知
識

必
ず
、
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

①
就
職
や
退
職
な
ど
で
、

　
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合

　
就
職
し
て
、
会
社
か
ら
保
険
証
を
受
け

取
っ
た
ら
、
保
険
介
護
課
ま
た
は
お
近
く

の
支
所
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
社
会
保
険

に
加
入
し
た
こ
と
を
、
市
は
把
握
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
国
保
に
加
入
し
た
ま

ま
に
な
り
、
保
険
料
が
掛
か
り
続
け
ま
す
。

　
ま
た
退
職
し
た
場
合
は
、
会
社
か
ら
資

格
喪
失
証
明
書
を
渡
さ
れ
ま
す
の
で
、
証

明
書
の
発
行
日
か
ら
14
日
以
内
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
書
類
な
ど
が
そ
ろ
っ

て
い
れ
ば
、
そ
の
場
で
国
保
の
保
険
証
を

発
行
し
ま
す
。
た
だ
し
、
代
理
人
の
場
合
は
、

委
任
状
が
な
け
れ
ば
郵
送
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
と
、

国
保
に
加
入
す
る
場
合
と
で
異
な
り
ま
す
。

○
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
　

　
加
入
者
全
員
の
「
社
会
保
険
証
」（
い
つ

時
点
で
社
会
保
険
に
加
入
し
た
か
を
確
認

す
る
た
め
）、「
印
鑑
」、「
国
保
の
保
険
証
」

の
３
点
が
必
要
で
す
。

○
国
保
に
加
入
す
る
場
合
　

　「
資
格
喪
失
証
明
書
」（
資
格
の
喪
失
日

や
喪
失
し
た
人
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
）、

「
印
鑑
」、「
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
」

の
３
点
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
65
歳
未

満
の
方
は
、
年
金
証
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

思
わ
ぬ
落
と
し
穴
に
気
を
付
け
よ
う

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
へ
連
絡

　
会
社
な
ど
に
就
職
し
、
社
会
保
険
な
ど

に
加
入
し
た
ら
、
加
入
日
を
確
認
し
、
治

療
を
受
け
て
い
る
医
療
機
関
へ
、
す
ぐ
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
後
、
国
保

の
保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
は
、
自
己
負

担
し
て
い
な
い
医
療
費
部
分
（
窓
口
で
３

割
支
払
っ
て
い
た
場
合
は
、
残
り
の
７
割

部
分
の
医
療
費
）
を
返
納
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の

Ｑ
．
就
職
し
て
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し

た
け
ど
、
す
ぐ
に
保
険
証
が
届
か
ず
、
し

か
た
な
く
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
場
合
も
医
療
費
の
返
納
の

対
象
に
な
る
の
で
す
か
。

Ａ
．
返
納
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
会
社
で

社
会
保
険
な
ど
の
加
入
の
証
明
書
を
発
行

し
て
も
ら
う
か
、
医
療
機
関
に
事
情
を
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
己
負
担
分
以
外
の
医
療
費
は
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
期
日
を
守
っ
て
正
し
く
保

険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
会
社
都
合
な
ど
で
職
場
を

　
退
職
し
た
場
合

　
会
社
の
倒
産
や
解
雇
、
雇
用
期
間
満
了

な
ど
の
理
由
で
職
場
を
退
職
し
た
方
の
国

民
健
康
保
険
料
は
、
届
け
出
に
よ
り
一
定

期
間
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

交
付
す
る
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、

「
保
険
証
」、「
印
鑑
」
を
持
参
し
て
、
保

険
介
護
課
ま
た
は
支
所
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

③
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
か
ら
傷
病
を

受
け
た
場
合
、
必
ず
保
険
介
護
課
に
連
絡

を
し
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
本
来
、
治
療
費
は

加
害
者
が
支
払
う
も
の
で
す
が
、
一
時
的

に
国
保
が
立
て
替
え
払
い
を
し
、
あ
と
か

ら
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。
ま
た
、
示
談

を
さ
れ
る
場
合
は
、
示
談
の
前
に
必
ず
保

険
介
護
課
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
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申
し
込
み
期
限

○
持
参
に
よ
る
申
し
込
み

　
８
月
４
日
㈪
〜
22
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

○
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

　
８
月
22
日
㈮
ま
で
の
消
印
の
あ

る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま

す
。
申
込
書
を
折
ら
ず
に
封
筒

に
入
れ
、
封
筒
の
表
に
「
受
験

申
込
」
と
赤
色
で
明
記
し
、
総

務
課
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
８
月
20
日
㈬
以
後
に
投

函
す
る
場
合
は
、
速
達
に
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

○
所
定
の
申
込
書
（
総
務
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
書
に
最
近
撮
影
し
た
正
面

向
き
、
上
半
身
無
帽
の
写
真

（
縦
５
㎝×

横
４
㎝
）
を
貼
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
返
信
用
封
筒
（
受
験
票
返
送

用
）
〔
長
型
３
号
（
12
㎝×

23.
5
㎝
）
の
封
筒
に
、
82
円

切
手
を
貼
り
、
郵
便
番
号
・
あ

て
先
・
名
前
を
明
記
し
た
も

の
〕
が
１
部
必
要
で
す 

。

提
出
先
　
〒
７
３
９-
０
６
９
２

　
大
竹
市
小
方
１-

11-
１

　
大
竹
市
総
務
部
総
務
課
職
員
秘

書
係

受
験
票
の
送
付

　
受
験
票
は
、
８
月
末
日
頃
に
受

験
番
号
を
記
入
し
て
返
送
し
ま

す
。
９
月
５
日
㈮
ま
で
に
到
着
し

な
い
と
き
は
総
務
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

合
否
発
表

　
合
格
者
の
受
験
番
号
を
大
竹
市

役
所
本
庁
舎
１
階
掲
示
場
（
南
玄

関
前
）
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
合
格
者
に
は
個
別
に
通
知

し
ま
す
。
（
１
次
試
験
の
合
格
発

表
は
10
月
７
日
㈫
）

採
　
用
　

○
最
終
合
格
者
は
、
職
種
ご
と
に

採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
ま

す
。
こ
の
名
簿
の
有
効
期
間

は
、
原
則
と
し
て
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

○
採
用
は
、
原
則
と
し
て
平
成
27

年
４
月
１
日
以
降
で
、
名
簿
に

基
づ
き
、
順
次
採
用
を
決
定
し

ま
す
。

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、

「
永
住
者
」
ま
た
は
「
特
別
永

住
者
」
の
在
留
資
格
、
あ
る
い

は
日
本
国
籍
を
取
得
見
込
み
の

方
は
、
平
成
27
年
３
月
末
日
ま

で
に
取
得
で
き
な
い
場
合
、
採

用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま
す
。

○
保
育
士
の
資
格
を
取
得
見
込
み

の
方
は
、
平
成
27
年
３
月
末
日

ま
で
に
取
得
で
き
な
い
場
合
、

採
用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま

す
。

平
成
27
年
度
採
用
予
定
の

市
職
員

募
集
問
い
合
わ
せ 
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※　初任給は平成26年４月１日現在で、学歴、年齢に応じておおむね144,500円から178,800円ですが、
　学校を卒業後、経験年数を持つ方は、前歴を換算して初任給を決定します。

１次試験日・場所 職 種 定 員 対　象

と　き
　９月21日（日）
　９時30分～

ところ
　ギャラリーおおたけ
（市立図書館２階）、
総合市民会館

試 験 内 容 留 意 事 項

３次試験
（一般事務職のみ）

２次試験 日程は、１次試験の合格者に別途通知します。試験内容は、個人面接、集団討論、小論文試験です。

一　般
事務職

土　木
技術職

保育士職

２人
程度

１人
程度

１人
程度

日程は、２次試験の合格者に別途通知します。試験内容は、個人面接です。

　昭和63年４月２日以
降に生まれた方（平成
27年４月１日の年齢で
26歳までの方）

　昭和54年４月２日以
降に生まれた方（平成
27年４月１日の年齢で
35歳までの方）

　昭和63年４月２日以
降に生まれた方（平成
27年４月１日の年齢で
26歳までの方）で、保育
士の資格を有する方（平
成27年３月末日までに
資格を取得する見込み
の方を含む）

○教養試験（択一式）
　出題分野は、社会、人文、自然に関する一般
知識、文章理解、判断推理、数的推理、資料解
釈に関する一般知能です。
○職場適応性検査

　地方公務員法第16条の「欠格
条項」に該当する方は受験できま
せん。
　また、次に該当する日本国籍を
有しない方も受験できます。ただし、
採用後、公権力の行使または公の
意思の形成に参画する職に就くこ
とができません。
○出入国管理及び難民認定法（昭
和26年政令第319号）による永
住者（平成27年３月末日までに
取得見込みの方を含む）

○日本国との平和条約に基づき日
本の国籍を離脱した者等の出入
国管理に関する特例法（平成３
年法律第71号）による特別永住
者（平成27年３月末日まで取得
見込みの方を含む）

○専門試験（択一式）
　出題分野は、数学・物理、応用力学、水理学、
土質工学、測量、土木計画（都市計画を含む）、
土木施工です。
○職場適応性検査

○専門試験（択一式）
　出題分野は、社会福祉、児童家庭福祉（社会
的養護を含む）、保育の心理学、保育原理、保
育内容、子どもの保健（精神保健を含む）です。
○職場適応性検査
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